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1942 年 9 月 35 巻 9 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1942 年 10 月 35 巻 10 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1942 年 11 月 35 巻 11 号 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ×
1942 年 12 月 35 巻 12 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1943 年 1 月 36 巻 1 号 ○ × × × × ○ ○ ○ ×
1943 年 2 月 36 巻 2 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1943 年 3 月 36 巻 3 号 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ×
1943 年 4 月 36 巻 4 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
1943 年 5 月 36 巻 5 号 ○ ○ × × × × ○ ○ ○
1943 年 6 月 36 巻 6 号 ○ ○ × × × × ○ × ○
1943 年 7 月 36 巻 7 号 ○ ○ × × × ○ ○ × ○
表 2　1946 年 8月～ 1946 年 7月までの『少女の友』広告掲載
1943 年 8 月
↓




1946 年 2 月 広告掲載なし 裏表紙：中原淳一「春への工夫」
1946 年 4 月 広告掲載なし
裏表紙：中原淳一
「オーバを脱ぐ季節が來ました」
1946 年 6 月 広告掲載なし 裏表紙：中原淳一「太陽の下で」
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センターという周縁的な関わりを正当化していることを指摘する。
　第四節は、2000 年代概念の定義付け問題に着目し、1970 年にカウンセリン







SHG の困難性とまた新たな個人主義化された意味での SHG の出現を指摘する。
１．SHG の観察枠組
1.	1　SHGの定義の曖昧さ、柔軟さ、多様性という厄介な問題































































































　2.	1	1970 年代から 1980 年代におけるSHG言説
　中田（2000）や半澤（2002）が指摘しているように SHG の概念史について、
過去にまったく論者が居なかったわけではない。むしろ、誰もが歴史を取り扱
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っておきながらも非常に部分的かつ簡略化された図式しか提示してこれなかっ
たのが実情であろう。
　たとえば、久保（2004）は、（1）1930 年（2）1930 年～ 1940 年（3）1950 年



















　1976 年、K．W．Back と R．C. Taylor は、「 セ ル フ ヘ ル プ の 支 持 者
（adherents）たちのもっとも著しい特徴は専門職への不信（distrust）であ







　岡（2000）は、ここで Bormam と Lieberman を引きながら、反専門的であ
れば SHG ではなくなってきていると指摘している。つまり、SHG のメンバー
の規範として、専門職の援助の利用がなされてきているということを SHG の
概念規定に大きく関わっていると指摘しているのである。



























　また、半澤（2002）の調査では、1957 年から 1999 年までの 42 年間の SHG
に関する文献を、社会福祉研究者、看護・保健、医学、当事者（4）の 4 分類に







































































だが、原著の Helping You Helps Me: A Guide Book for Self-Help Groups は











































































　これまでの SHG についてまとめておくと、1970 年代において欧米で生まれ
た SHG 言説は、1970 年代後半から日本に輸入されはじめ 1980 年代に翻訳が





た。1990 年代にはいると、福祉・看護職が SHG と関係を持つことが多くなり、
SHG 支援というテーマがより先鋭化された形で議論されるようになってきた。





















































































指摘しているところである（岡 2000, 岩本 2002）。これらの、特徴は様々な情報


















　第 1 節では、① SHG の概念の多様性を指摘し、②確定的な定義の困難性を
示した。第 2 節では、③ 1980 年代からは専門家の視点から SHG を記述した文
献が増大していること、④それらの文献は、専門職の観点を予め、SHG 概念
に包含した形で、展開されてきていること、⑤これらは、SHG の集団把握に、
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専門職の業務遂行観点から指針を与えていることを、指摘した。
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